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エクスポレーション（問題発見）
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(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

•困りごとチャートは、観測された客観的な事実と、
それに対する解釈を切り分けて構造化するための
チャートである。ＫＪ法の親和図に相当する。解釈
は、階層的に設定できる。解釈はその主体となる
役者が存在することが前提となっており、必要に
応じて役者を配置する。最終的に、課題を抽出し、
配置する。
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困りごとチャート

事実
Observation

解釈
Consideration

課題
Concern

役者
Actor

事実
Observation

事実
Observation

ブレインストーミングによ
り、観測された事実、思
いついた事実を断片的で
もよいので記述する。

解釈
Consideration

事実に対する解釈
を視点や意図を含
めて記述する。

どうすべきなのか、どう
ありたいのかという目標
や課題を記述する

解釈や課題に対する関係者、
主体は役者として設定する
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•なぜなぜチャートでは、ある状況の原因となる
状況をたどり、根本となる事実を発見する。状況は
事実によって構成されている。状況の因果関係の
背後にある事実関係を明らかにし、どこに課題が
あるのかを示す。
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なぜなぜチャート

事実
Observation

因果関係
Causal Relation

事実
Observation

状況は、因果関係として別
の状況を指す。矢印の先は
原因となる状況を示す。

状況は複数の事実に
よって構成されている。
それらの関係を示す。

状況の因果関係や事
実関係から、気づい
た課題を示す。

課題
Concern

状況
Situation

状況
Situation

状況
Situation

事実
Observation
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いつどこチャート

•いつどこチャートは、組織において、どのような
業務があり、それらがどのような活動で構成されて
いえるかを示すとともに、それらが状況に対応して
時系列的にどのようなフローになっているかを示
す。業務を通した組織間の関係なども明らかにす
る。また、それぞれの業務が空間的な位置関係と
して組織によってどのエリアで実施されるかも知る。
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いつどこチャート

状況
Situation

組織

業務
Work

まず業務を大きな括
りで示し、それを構
成する活動を示す。

状況
Situation

業務
Work

業務
Work

活動
Activity

カレンダ
Calendar

組織

組織を横軸（または縦軸）にとり、
業務との関係を示す。

業務がどのような状
況あるいは時系列で
発生するかを示す。

業務間の先行
関係やアウト
プットの流れを
矢印で示す。

業務がどのエリア
で行われるかを必
要に応じて示す。

エリア
Area

役者
Actor

業務を担当す
る役者を示す
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組織連携チャート

•組織連携チャートは、組織に帰属する業務を明
らかにし、組織の構成員を役者として示す。また、
組織間の業務の連携を、業務間でやりとりされる
モノまたは情報によって明らかにする。また、組織
の空間的な位置づけをエリアによって示す。組織
が階層化されている場合は、組織内の業務と内部
の組織を対応づける。
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組織連携チャート

・ 業務
Work

組織
Organization

役者
Actor

組織の業務を別の
組織が担っている場
合は、階層構造とし
て示す。

組織
Organization

モノ
Thing

情報
Information

エリア
Area

エリア
Area

組織
Organization

・ 業務
Work

組織間での取引
として、情報、モ
ノが移動する

組織の業務を別の
組織が担っている場
合は、階層構造とし
て示す。
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リコグニション（問題共有）
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プレゼンテーション（現場理解）

•やりとりチャートは、現場で行われている業務
の実際の様子を示すために、役者と別の役者の
間でモノまたは情報がどのようにやりとりされてい
るかを示す。モノ、情報にデータが定義されている
場合は、デジタル化されていることを示す。
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やりとりチャート

活動
Activity

役者
Actor

モノ
Thing

情報
Information

データ
Data

機能
Function

情報は役者が利用する
（実際には活動によって
操作される）

モノは役者が利用する
（実際には活動によって
操作される）

モノはプロセスによって
自分自身または外部を
変化させる

情報とモノはデータに対応づけることができる。

状況
Situation
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•見える化チャートは、情報の内容や構造を示
す。情報の内容といて、どのような項目が含まれ
ているかを示し、情報が階層化されている場合は、
項目に対応する別の情報として定義する。情報が
対象とする役者、情報に対応するデータを定義可
能。また、情報にはその操作や変化としてプロセス
が定義できる。
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情報
Information

見える化チャート

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

プロセス
Process

役者
Actor

データ
Data

項目
Property

コンディションは項目
がとる状態を示す。

情報から読取れるイベントがあ
る場合、あるいはある時点での
情報である場合などに設定する

情報
Information

項目はさらに別の情報に
対応している場合がある
（再帰的な定義）

イベント
Event

状況にあわせて情報
がその内容を変える
場合、その背後にあ
るプロセスを示す。

情報はそれを
利用する役者
をもつ

データとして扱う
場合にデジタル
マークとして設定
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•モノコトチャートは、モノの内容や構造を定義
する。モノの項目として、仕様、設定、履歴など、
データとなり得るものを定義り、それらの状態とし
てコンディションの定義がある場合はあらかじめ示
す。モノは構造化（階層化）可能である。機能を定
義した場合は、モノに定義したプロセスを主体的に
行うことができる。
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モノコトチャート

データ
Data

イベント
Event

モノ
Thing

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

機能
Function

項目
Property

モノ
Thing

役者
Actor

イベントに対応する場合、あ
るいはイベントを発生する場
合に指定する

項目は、モノの属性や
設定値、測定値などを
示す。コンディションは
その値の状態

モノは内部にモノを再帰的
に定義できる。それぞれの
階層に項目が設定できる。

モノを操作または利用するユーザ
として役者が存在する。また、モノ
の状態値や操作値などをデータと
して表記し外部とやり取りできる場
合はデータを設定する。

モノがもつ機能。
役者における活動
に相当する
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エンジニアリング（構造設計）

•ロジックチャートは、サイバー空間上（デジタル
処理可能なコンピューターとネットワーク内）で、ロ
ジックがどのようなデータを用いてプロセスを実行
しているかを示すためのものである。ロジックはイ
ベントによって起動され、別のイベントを生成する。
データには、フィジカル空間上のモノや情報を対応
づけることができる。
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ロジックチャート

イベント
Event

データ
Data

ロジック
Logic

プロセス
Process

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

モノ
Thing

情報
Information

データ
Data

ロジックはイベントによって起動する。また、ロジッ
クは、実行結果として別のイベントを発動する

ロジックはデータを
生成、照会、修正、
または削除する

データ
Data

データはコン
ディションをもつ

データは情報、
モノに対応する
場合がある

ロジックはその内容
としてプロセスをもつ。
これは役者における
活動に相当する。
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オーケストレーション（課題設定）
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•プロセスチャートは、主にロジックの内容とし
て定義されたプロセス（サイバー側のプロセス）に
ついて、その手順および対象とするデータの関係
を示す。プロセスは、イベントで起動し、事前条件、
事後条件を持ち、ステートが変化する。
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プロセスチャート

イベント
Event データ

Data

プロセス
Process

プロセス手順
Operation

プロセスはイベント
によって起動する

手順によってデータ
またはデータ項目
が生成、照会、修正、
削除される

プロセスを実行す
る際の事前条件、
事後条件がある

ステートタス
status

プロセスは実行状態（開始、
正常終了、異常終了など）
をステートとしてもつ

ステータスは条
件に応じて他の
イベントとなる
場合がある

プロセス
Process

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition
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•データ定義チャートは、データとその内容と
してのデータ項目、およびデータ間の参照関係を
しめす。ＥＲ図に相当する。データ間の関係では、
データを参照される側がインタフェースを介して、
参照する側にそのプロセスを提供する形となる。
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データ定義チャート

データ
Data

項目
Property

ステータス
Status

プロセス
Process

データは複数の
項目で構成される

データ
Data

データはインタフェースに
よって他のデータを参照す
ることができる

データが外部と接
続するためのプロ
セスはインタフェー
スに相当する

インタフェース用のプロセス
のステータス

参照され
る側

参照
する側

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition
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状態遷移チャート

•状態遷移チャートは、コンデイションとして定義
した状態が、プロセスや活動によって別のコンディ
ションに遷移する様子を示す。コンディションは、モ
ノ、情報、データを構成する項目とその値に対する
制約としてのステートによって定義される。プロセ
スや活動は、これらの値を変更することになる。
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状態遷移チャート

データ
Data

モノ
Thing

情報
Information

プロセス
Process

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

コンディションは、項目によっ
て定義されるステートを持つ。

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

状態遷移

コンディションは、プロセスま
たは活動によって他のコン
ディションに状態遷移する。

活動
Activity

ステータス
Status

ステータス
Status

ステートが変化
すると他のコン
ディションとなる。

情報項目
Property

モノ項目
Propertyデータ項目

Property
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待ち合せチャート

•待ち合せチャートは、役者、モノ、またはロジック
によって実行されるプロセス間のシーケンスを確
認し、対象とするデータや情報の生成、照会、修
正、削除などの操作とプロセスとの時間的な関係
を確認するために利用する。複数のプロセスが同
期をとり、待合せを行う様子を表現することができ
る。
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待ち合せチャート

プロセス
Process

機能
Function

モノ
Thing

データ
Data

ロジック
Logic

役者
Actor

活動
Activity

データ
Data

情報
Information

情報
Information

主体となるのは役
者、モノ、ロジック
とる。それらを上
部に配置する。

各主体的要素が行うプロセス（活
動、機能、プロセス）を時間軸に
あわせて記述する。

プロセス間を移動する情報やデータ
がある場合は矢印とともに記載する。
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トランスフォーメーション（課題解決）
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コンポーネントチャート

•コンポーネントチャートは、１つ以上のロジック
やデータをまとめてコンポーネントとして定義した
場合の構成内容を示す。また、ロジックが外部呼
出し可能な場合に、コンポーネントが外部に提供
するインタフェースとしてそのデータおよびプロセ
スを示す。
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コンポーネントチャート

イベント
Event

ロジック
Logic

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

データ
Data

インタフェースはロジックに対応する
ロジックはインタフェースを介してデータを外部アクセス可能とする

ロジックの機能を利用するためのプロセスが定義される
ロジック側からイベントを受け取ることができる

情報
Information

モノ
Thing
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レイアウトチャート

•レイアウトチャートは、コンポーネントが物理的
に配置されたエリアを示し、エリア間でデータがど
のように移動するかを示す。また、コンポーネント
と関連して、各エリアで行われる活動およびその
役者を示す。また、エリア内、またはエリア間で移
動するモノ、情報をあわせて記述する。
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レイアウトチャート

データ
Data

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

状況
Situation

役者
Actor

モノ
Thing

情報
Information

エリア
Area

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

役者
Actor

活動
Activity

エリア間を移動する
データを表記する。

データは、それを生成
するコンポーネント（矢
印の元）があり、利用
するコンポーネント（矢
印の先）がある。

状況はエリアま
たはエリア間で
定義される。

役者、モノ、情報はエ
リアに含まれる。

ただし、エリア間を移
動する役者、モノ、情
報もある。

活動
Activity

エリア
Area
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目標計画チャート

•目標計画チャートは、目標を達成するための段
階的なステップを状況ごとに示し、ある状況から最
終的に望ましい目標とする状況へと到達するため
の道のりを検討するために利用する。ある状況は、
業務によって別の状況となり、最終的に目標として
の状況となる。状況は業務によって枝分かれまた
は合流する場合がある。
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目標計画チャート

状況
Situation

事実
Observation 最終ゴールは、状況の特殊

形（意図した状況）となる。

中間的な状況とし
てどのよう事実が
あればよいのかを
定める。その時点
での課題も示す。

望ましい状態
に変化するた
めにやらなけ
ればならない
業務は何かを
明らかにする。

課題
Concern

状況
Situation

状況
Situation

事実
Observation

課題
Concern

事実
Observation

課題
Concern

業務
Work

業務
Work業務

Work

業務
Work

業務
Work

AS-ISの

状態（初
期状態）

課題
Concern

課題
Concern

課題は達成目標と読み替える
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割り振りチャート

•割り振りチャートは、目標を組織ごとに割り振り、
短期、中期、長期などのカレンダ上に割り振り、そ
れらの関係を概観するために利用する。組織を縦
方向、期間（カレンダ）を横方向として目標を配置
する。右に行くほど大目標となる。各目標には、そ
の詳細内容として課題が設定できる。
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割り振りチャート

組織
Organization

組織
Organization

カレンダ
Calendar

カレンダ
Calendar

課題
Concern

課題
Concern

課題
Concern

カレンダ
Calendar

課題
Concern

業務
Work

業務
Work

短期、中期、長期といった時間軸に配置する。

どの組織が主に
関与するかを明
らかにする。

それぞれの組織
がいつまでに何
をしなければな
らないかを示す。
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エンティティ一覧
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ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

ロジック
Logic

プロセス
Process

データ
Data

イベント
Event

課題
Concern

業務
Work

状況
Situation

事実
Observation

役者
Actor

活動
Activity

情報
Information

モノ
Thing

機能
Function

状態
Condition

エリア
Area

カレンダ
Calendar

組織
Organization

経営レイア 現場レイア 仕様レイア


